
五
月
三
十
一
日
は
、
世

界
禁
煙
デ
ー
。
各
地
で

様
々
な
行
事
が
行
わ
れ

た
よ
う
で
す
。
特
に
日

本
医
師
会
や
日
本
禁

煙
学
会
な
ど
で
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
日
本
対

ガ
ン
協
会
参
事
の
望
月

友
美
子
先
生
が「
タ
バ

コ
は
人
権
問
題
」
だ
と

力
説
さ
れ
た
よ
う
で
す

▼
最
近
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
駆
使
し
た
新
し
い
製

品
が
出
て
い
ま
す
。
加

熱
式
タ
バ
コ
の「
Ｉ
Ｑ

Ｏ
Ｓ（
ア
イ
コ
ス
）」
が

代
表
的
で
す
。
ア
イ
コ

ス
は
煙
で
は
な
く
蒸
気

を
吸
い
込
む
の
だ
か
ら

と
い
っ
て
ご
ま
か
し
て

売
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

規
制
を
強
め
れ
ば
強
め

る
ほ
ど
タ
バ
コ
会
社
は

必
死
で
、
今
後
も
社
会

通
念
を
覆
す
よ
う
な

製
品
を
準
備
し
て
い
ま

す
▼
私
た
ち
は
タ
バ
コ

会
社
の
動
き
を
見
な
が

ら
、
健
康
と
命
を
守

る
運
動
を
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
こ
の
頃
で
す
。

（
Ｓ
・
Ｏ
）

体
温
計

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

宮崎医療生活協同組合
訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。
☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

（
応
募
数
55
通
）

（
正
解　

33
通
）

　

医
療
福
祉
生
協
の
組
織
の
特
徴
」
に
つ
い
て
、

正
し
い
も
の
に
は
○
、
誤
っ
て
い
る
も
の
に
は

×
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
医
療
福
祉
生
協
連
通
信
教
育
「
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く

り
」コ
ー
ス
参
照
）

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
７
月
31
日
で
、
当
選

者
は
９
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
６
月
号
の
答
え
】

【
５
月
号
当
選
者
】

クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.170)（No.170)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

遠藤･高田･中島（循環器内科）、古谷･眞川（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科･リハビリ）、
山岡･葉山･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、堀・加藤（後期研修医）、黒木･合田・當瀬・日高・林（初期研修医）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

三　宅

休 診（往 診）

三　宅
17：00～19：00

休 診（往 診）

交替制

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

第1土曜休診

月

火

水

木

金

土

内 科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診 4診 5診

予　約　制

受 付　8：00～11：15
診 療　8：30～12：30

受付
17：00～
　  19：35
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経
（要予約）

（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

受付
14：30～16：30
診療
15：00～17：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療
14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

高橋聡

植　野

永　友

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

古　谷 交替制

小　澤

交替制

高橋聡

交替制高橋麻里子
11:00～12:00

15:00～16:45
高橋麻里子
16:45～17:30
交替制

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲

山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

17:30～20:00
交替制

第1・3・5週は休診

小牧 第2･4週
休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171

☎0985（24）6877

交替制

上　野高　田 山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／

　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

高橋麻里子
11：00～12:00

眞　川
10：30～12:00

葉　山

休　診

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715

●土曜日夜間の内科・
小児科外来は休診です。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（介護部長　長友則子）までご連絡ください。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00
第2･3･4･5週は16：30～19：00 月曜日

　～土曜日
9：00～15：30

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

交替制

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

9：00～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

夜　間
17：00～19：00
（受付18：45）まで

交替制

日　高

日　高

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

日高・関根

日高・関根

日高・関根

日高・関根

日高・関根

日高・関根

休診（往診）

休診（往診）

第3土曜日は休診

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
TEL 0985-35-6022

デイサービス和知川原　　　
TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222 延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

宮崎生協病院の一般内科の受付は１１時４５分から１１時１５分に変更となりました。但し、救急受け入れおよび他院からの紹介については
この限りではありません。また、内科予約・検査予約・外科・小児科の受付時間に変更はありません。地域の中で入院施設を持つ病院
として、救急受入れ及び紹介の受け入れを手厚くし、重症患者への対応の質を担保するためです。ご理解とご協力をお願いします。

受付時間変更
のお知らせ

（
イ
）⑦
（
ロ
）⑥
（
ハ
）⑤
（
ニ
）④

（
ホ
）③
（
ヘ
）②
（
ト
）①

FAX 3
3
2

居宅介護支援事業所 ☎(0982)31-1453 FAX
FAX
FAX

居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0982)31 1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

山
本

裕
洋
さ
ん（
延
岡
市
）

野
辺

み
ち
子
さ
ん（
宮
崎
市
）　

中
武

達
夫
さ
ん（
宮
崎
市
）

松
田

京
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

髙
山

幸
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

５
月
26
日
〜
６
月
２
日
、区
域
ご
と
に
総
代
が
参
加
し
て
総
代
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

5月25日（金）、宮崎医療生協本部に24名の総代が参加しました。大田原良
治専務理事が各議案の説明を行い、総代から「組合員加入の実績が毎年減少して
いるが、その原因はどのように考えているのか？」「生協病院の附属棟ができて小

児科や健診の拡充、透析棟ができるのは歓迎
できる。付随して病院内が改修されて診療が充
実することは喜ばしいことです。お金もかかりま
す。支部としては増資に頑張りたい」「日・祝祭
日の休診日で外来受診の断り件数が多いようで
す。附属棟建設にあたり、日・祝祭日も交代制
で診療をお願いしたい」などの意見がでました。

宮崎中央ブロック （中央支部・あおき支部・東部支部）

5月29日（火）、宮崎医療生協本部に23名の総代が参加しました。各議案の
説明のあと、総代から「国会で問題となっている『働き方改革法案』のことが議案
に触れてない。口頭での報告をお願いしたい」「組合員向けの学習にはどのよう

なものがあるのか」「附属棟建設にあたり、津
波対策は？」「担い手対策を具体的にどう確保
するのか。担い手が増えることで『おげんきです
か』の配布部数は増える。それぞれの支部で担
い手を確保することが1番の課題」「待ち時間が
長いという声をよく聞くが、医師のオーバーワー
クを改善して欲しい」などの意見がでました。

宮崎西ブロック （国富綾支部・西部支部・大塚江南支部・小松支部・高岡）

5月31日（木）、延岡市社会教育センターに29名の総代が参加しました。各
議案の説明のあと、総代から「宮崎生協病院の経営状態が3年間低迷しているが、
新規の事業投資計画をつくる上で不安材料の一つとなっている。宮崎生協病院
の経営改善の計画を具体的に組合員に示してほしい」「透析が地域のニーズに応
えているのか。少子高齢化に対応できているの
か。病院の経営改善に貢献できるのか」「組合
員も高齢化が進み、ボランティア活動にも限界
がある。運営委員を増やすことを意識的に取り
組み、支部が協力しながらの組織づくりに力を
入れたい」「生協クリニックのべおかの診療時
間に対し、多くの方から土曜日の診療を希望さ
れている。ご検討を」などの意見がでました。

県北ブロック （県北支部・南方支部・日向支部・入郷）

5月28日（月）、都城市ムジカホールに8名の総代が参加しました。各議案の
説明のあと、総代から「班会が楽しくて参加して
います。骨密度測定などは魅力を感じています。
脳トレの学習もためになっています」「高齢化が
進み、班会を続けていくのが難しくなってきてい
る。高齢者は交通の便が難しい。送迎も危険
があり、躊躇している」などの意見がでました。

県南ブロック （都北支部・西諸・えびの・小林・日南・串間・南那珂）

5月30日（水）、このはな生協クリニックに21名の総代が
参加しました。各議案の説明のあと、総代から「医療の本質
は儲けに走らず、地域に根ざした医療を目指すべきではない
か」「電子カルテの対応は進んでいるのか。病院とクリニック
で共有したものにならないのか」「新卒の医師や看護師の育

成カリキュラムに過重なも
のはないか」「透析患者の
対応は糖尿病担当医師が
担当なのか。腎内科の専
門医の研修期間はどのくら
いか。小児科医師のマンパ
ワーは大丈夫なのか」など
の意見がでました。

宮崎南ブロック （大淀支部・このはな支部・清武・田野）

6月1日（金）、宮崎医療生協本部に33名の総代が参加し
ました。各議案の説明のあと、総代から「小児人口が減少す
ることはわかっていたことだ。生協病院の小児科が整備される
のは良いことだ」「5万人の組合員に1人1口の出資をお願い
すれば1億円はすぐに達成できる。1口から出資できる環境づ
くりが欲しい」「附属棟建設で、駐車場や玄関の雨・風・寒さ
対策はどうするのか」「1支部に1施設と言ってきたが実現でき
ていない。せめて訪問看護ステーションでも欲しい」「死亡・
行方不明組合員の出資金残
高処理で、無駄な経費がか
からない方法はないのか」
「附属棟建設を来年11月完
成に向けて急いで取り組ん
でいるが、その理由は」など
の意見がでました。

宮崎北ブロック （佐土原支部・東大宮支部・住吉支部・
  北２支部・西都・児湯）

《ブロック別総代会議とは》
この会議は、宮崎医療生協運動への理解を深め、6月18

日に開催した通常総代会で区域別総代会議での質疑や意見
を反映させるものです。大田原良治専務理事が各議案の説
明を行い、総代からいろいろな意見や要望などがでました。

第１号議案　2017年度活動報告・事業報告・決算報告
（監査報告含む）及び剰余金処分承認の件

第２号議案　2018年度組合員活動・事業計画・予算承認の件

第３号議案　宮崎生協病院の附属棟建設・院内改修計画承認
の件

第４号議案　役員選任の件

第５号議案　2018年度役員報酬限度額及び役員退職金支給
承認の件

第６号議案　議案議決効力発生の件

9つの意見がでました9つの意見がでました

25の意見が出ました25の意見が出ました

10の意見がでました10の意見がでました

8の意見が出ました8の意見が出ました
16の意見が出ました16の意見が出ました

24の意見が出ました24の意見が出ました

（
1
）
健
康
な
ひ
と
び
と
が
多
数
を
占
め
る
企
業
で

あ
る
。　

（　
　

）

（
2
）
保
険
・
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
活
動
を
軽
視

す
る
。　

（　
　

）

（
3
）
住
民
の
参
加
を
保
障
す
る
医
療
機
関
を
も
っ

て
運
営
し
て
行
く
。　

（　
　

）

（
4
）
職
員
が
生
協
の
主
催
者
と
し
て
活
動
す
る
班

を
組
織
し
て
い
る
こ
と
。　
　
　

（　
　

）



組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

2
0
1
8
年
６
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
６
月
９
日
開
催
）

① 5月度事業所活動について報告・承認しました。
② 5月度医療安全管理委員会について報告・承認しました。
③ 5月度宮崎生協病院利用委員会について報告・承認しました。
④ 5月度県連学習教育委員会について報告・承認しました。
⑤ 5月度県連介護事業所責任者会議について報告・承認しました。
⑥ 5月度経営協議会について報告・承認しました。
⑦ 第28期22回、23回常勤理事会について報告・承認しました。
⑧ 宮崎民医連第9期第112回理事会について報告・承認しました。
⑨ 宮崎県社保協第13回幹事会について報告・承認しました。
⑩ 人事について報告・承認しました。
⑪ ブロック別総代会質疑応答集について報告・承認しました。

＜報告・承認事項＞

①5月度の組合員活動の概要と各種委員会の取り組みについて報告がありまし
た。5月度の組合員増やしは110名（目標121名）と目標を下回りましたが、
出資金増資は521.5万円（目標340万円）と上回りました。班づくりは1班、
班会開催は91班（目標98班）でした。
5月に開催した7支部の支部総会には283名の組合員さんが参加しました。
ブロック別総代会議は県下6ブロックで開催され193名が参加しました。ブ
ロック別総代会質疑応答集についての説明と追加の質疑応答を行いました。
第1回夢つなぐ東大宮実行委員会の報告がありました。
②平和と社会保障を守る取り組みについて、「辺野古周辺３区の補助金廃止検
討」「原発問題について」「孤食の実態について」「働き方改革法案について」
「宮崎県の介護保険給付費」等の報告がありました。
「安倍9条改憲ＮＯ！憲法を生かす全国統一署名」の取り扱いについて質問が
でました。
「第300回福島を忘れない！原発再稼働反対ウォーク」の案内がありました。
③4月度の経営概況について報告がありました。4月の法人の経常利益は
615.3万円（予算差+1,110.8万円）の到達でした。
④医療生協本部監査の報告がありました。

＜審議・決定事項＞

今、宮崎医療生協は 2018年5月末現在

■新規加入者  １１０名（5/1～5/31）

■出 資 金  ５億５,２９７万円

■班　　　数  ２８９ 班

■総組合員数  ４９,３６５ 名

■平均出資金  １１,２０２ 円

■               ２０,５０５ 部おげんきですか
手配り配布数

み ん な の 声
◎生協病院という大きなジグソーパズルの中の新しい職員が16個のピース
として個性を発揮し、大きなジグソーパズルをさらに光輝かせてください。

（宮崎市Ｔさん女性）

◎小児科診療への苦情。風邪症状で受診を数日間してい
たが、良くならず、耳鼻科に受診したら鼓膜が破れていた
といわれた。不信感しかない。

６月度宮崎生協病院利用委員会６月度宮崎生協病院利用委員会

◎内科診療での苦情。アレルギーがあって咳症状が続い
て苦しいのに薬を処方するだけだった。他医療機関で気
管支喘息と判明。精密検査をするとか出来ないのか。

○内科医・小児科医・関係スタッフで、今後このようなこと
がないように努めて参ります。

　

山
崎
ト
シ
さ
ん
は
、共
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、仲
の

良
か
っ
た
ご
主
人
を
5
年
前
に
亡
く
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
元
気
を
取
り
戻
さ
れ
た
今
、ボ
ー
リ
ン
グ
や
卓
球
、

カ
ラ
オ
ケ
、小
物
作
り
と
、仲
間
と
と
も
に
楽
し
ん
で

す
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
女
独
特
の
話
術
と
多
趣
味
は
多
く
の
仲
間
づ
く
り
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。医
療
生
協
の
活
動
も
ご
主
人
の
後
を
引
き
継
ぎ
、知
人
や
友
人

に
生
協
病
院
を
紹
介
し
た
り
、組
合
に
加
入
し
て
も
ら
っ
た
り
と
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

機
関
紙「
お
げ
ん
き
で
す
か
」の
配
布
も
引
土
地
区
の
配
布
を
引
き
受
け
19
部

を
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。高
齢
化
し
た
あ
お
き
支
部
の
運
営
委
員
会
に
も
希
望
と

展
望
を
与
え
て
く
れ
る
希
望
の
星
で
す
。

　
「
お
げ
ん
き
仲
間
〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜
」記
事
に
写
真
を
、と
の
お
願
い
に「
若
い

時
の
写
真
な
ら
あ
る
が
」と
頂
い
た
写
真
で
す
。　
（
あ
お
き
支
部　

松
浦
千
鶴
子
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》
組
織
部
０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

〈
俳
句
〉
　
　

岩
元
勝
也（
児
湯
郡
新
富
町
在
住
）

焼
肉
に
集
う
孫
ら
に
新
樹
光

焼
肉
に
集
う
孫
ら
に
新
樹
光

梅
の
実
や
庭
や
わ
ら
か
き
風
の
中

梅
の
実
や
庭
や
わ
ら
か
き
風
の
中 虹の声虹の声虹の声虹の声

4
月
25
日（
水
）、花
ヶ
島
公
民
館
で
初
参

加
の
11
名
を
含
め
て
、54
名
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
。昨
年
度
の
活
動
方
針
、会
計
報
告
、

今
年
度
の
活
動
と
予
算
案
の
承
認
後
、医
学

生
対
策
と
生
協
病
院
新
棟
建
設
の
話
し
は
、

私
語
も
な
く
納
得
の
内
容
で
し
た
。

『
健
康
で
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に
』の

講
話
で
は
、医
療
生
協
組
織
部
の
西
亜
記
子

次
長
が
、わ
か
り
や
す
い
資
料
を
準
備
し
、筋

力
体
操
を
行
い
ま
し
た
。総
会
の
後
日
、「
即

実
践
し
て
い
る
よ
」「
毎
日
頑
張
っ
て
い
る
よ
」

「
サ
ロ
ン
で
早
々
使
っ
て
い
る
よ
」な
ど
の
う
れ

し
い
声
を
聞
き
ま
し
た
。当
日
は
、出
資
金
増

資
の
協
力
も
あ
り
、有
意
義
で
楽
し
く
大
満

足
の
総
会
で
し
た
。（
支
部
長　

岩
崎
美
代
）

4
月
27
日（
金
）あ
お
き
支
部
総
会
が
浮
之

城
自
治
公
民
館
で
50
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま

し
た
。講
演
で
は
、宮
崎
市
介
護
予
防
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
飯
干
旦
子
さ
ん
よ
り『
介
護
予
防

の
話
』が
あ
り
ま
し
た
。「
寝
た
き
り
に
な
ら

な
い
た
め
に
は
手
足
の
筋
肉
の
つ
け
方
が
大

事
で
す
。激
し
い
運
動
を
す
る
の
で
は
な
く
軽

度
な
運
動
を
続
け
る
こ
と
、そ
し
て
日
常
生

活
の
中
で
筋
肉
を
つ
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
」

と
、ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
た
話
し
で
し
た
。

そ
の
後
、宮
崎
生
協
病
院
の
松
浦
光
宏
氏

が
医
学
生
確
保
の
取
り
組
み
を
、生
協
病
院

事
務
次
長
の
内
村
浩
三
氏
が
新
入
職
員
の
紹

介
や
病
院
附
属
棟
建
設
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。役
員
一
同
、決
意
を
新
た
に
し
た
有
意
義

な
総
会
で
し
た
。（
支
部
長　

加
島
宏
司
）

5
月
17
日（
木
）小
松
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
約

60
名
の
参
加
で
総
会
を
開
き
ま
し
た
。例
年

参
加
者
の
広
が
り
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、今
回

は
じ
め
て
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
3
つ
の

グ
ル
ー
プ（
華
の
会
、菜
の
花
コ
ー
ラ
ス
、エ
ト

ワ
ー
ル
宮
崎
）に
参
加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

組
合
員
や
地
域
の
方
に
手
づ
く
り
品
の
バ

ザ
ー
を
協
力
し
て
い
た
だ
き
、総
会
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

宮
崎
生
協
病
院
附
属
棟
建
設
お
よ
び
院
内

改
修
計
画
に
つ
い
て
吉
田
博
明
生
協
病
院
事

務
長
の
説
明
を
受
け
、中
で
も
小
児
科
施
設

の
充
実
と
腎
透
析
外
来
の
導
入
は
組
合
員
の

期
待
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、出
資
金
増
資
協

力
の
訴
え
に
力
が
入
る
と
思
い
ま
し
た
。

新
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
計
画
を
地
区

自
治
会
に
協
力
を
依
頼
し
つ
つ〝
お
元
気
で
す

か
〞の
配
布
を
広
げ
、担
い
手
を
増
や
し
、基
本

で
あ
る
班
会
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
行
事
を
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。ま
た
組
織
部
の

西
亜
記
子
次
長
に
よ
る〝
脳
い
き
い
き
ゲ
ー
ム
〞

は
心
と
身
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
楽
し
い
ひ

と
時
で
し
た
。今
年
の
総
会
は
、支
部
の
健
康

づ
く
り
の
輪
が
大
き
く
広
が
る
こ
と
を
確
信

す
る
場
で
し
た
。（
支
部
長　

黒
木
愛
子
）

5
月
19

日（
土
）西

部
農
村
環

境
改
善
セ

ン
タ
ー
で

30
名
の
組

合
員
が
参

加
し
て
開

催
さ
れ
ま

し
た
。
学

習
会
で
は

『
宮
崎
市

版

エ

ン

デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
作

成
講
座
〜

終
末
期
医

療
に
つ
い

て
〜
』の
テ
ー
マ
で
講
師
に
宮
崎
市
健
康
支

援
課
保
健
師
の
山
下
景
子
さ
ん
を
迎
え
て
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。山
下
さ
ん
は「
市
民
一
人

ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
終
末
期
を
迎
え
る
た

め
に
、元
気
な
時
か
ら
人
生
の
最
期
の
時
間

を
ど
こ
で
過
ご
し
、ど
の
よ
う
な
医
療
を
受
け

た
い
か
を
考
え
て
ノ
ー
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
」と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
報
告
と
し
て
宮
崎
生
協
病
院
新
棟
建

設
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
カ
ト
レ
ア
班
の
絵
手
紙
や
ち
ぎ

り
絵
の
作
品
展
示
、す
く
す
く
工
房
班
か
ら

は
花
の
苗
を
、田
村
班
か
ら
は
手
づ
く
り
布
製

品
の
格
安
販
売
が
あ
り
、総
会
の
成
功
に
花
を

添
え
ま
し
た
。（
前
支
部
長　

田
原
良
子
）

5
月
16
日（
水
）新
町
公
民
館
で
開
催
し
た

総
会
は
52
名
が
参
加
し
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
3
人
の
カ
ン
カ
ン
娘（
？
）が
華
麗
な
衣

装
で
踊
り
を
披
露
。そ
の
後
笑
い
ヨ
ガ
や
シ
ル

バ
ー
川
柳
の
音
読
で
会
場
は
大
笑
い
で
し
た
。

宮
崎
生
協
病
院
の
梶
美
貴
看
護
師
長
に
よ

る『
わ
た
し
の
想
い
を
つ
な
ぐ
ノ
ー
ト
』の
講

演
は
、人
間
の
尊
厳
を
芯
に
す
え
た
終
末
期

医
療
の
あ
り
方
の
話
し
で
、参
加
者
の
み
な
さ

ん
に
考
え
る
機
会
を
与
え
ま
し
た
。生
協
病

院
附
属
棟
建
設
の
説
明
を
仁
田
脇
弘
文
宮
崎

民
医
連
事
務
局
長
が
行
い
ま
し
た
が
、反
対

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。前
日
か
ら
仕

込
ん
だ〝
け
ん
ち
ん
汁
〞と
お
弁
当
、運
営
委

員
の
中
川
秋
子
さ
ん
手
づ
く
り
の
デ
ザ
ー
ト

を
お
い
し
く
頂
き
幸
せ
な
気
分
！
で
し
た
。

当
日
は
1
名
の
組
合
員
加
入
と
２
４
，０
０
０

円
の
出
資
金
増
資
が
集
ま
り
う
れ
し
い
限
り

で
す
。今
年
も
目
標
と
計
画
を
確
認
し
、楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。「
総
会
が
組
合
員

の
交
流
の
場
で
、原
動
力
に
も
な
り
ま
す
。楽

し
く
て
ホ
ッ
ト
し
ま
し
た
」な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。（
支
部
長　

斉
藤
フ
ミ
子
）

▼
あ
お
き
支
部

▼▼▼
東東東
大大大
宮宮宮
支支支
部部部

▼
東
大
宮
支
部

【
支
部
総
会
p
a
r
t
2
】

▼▼▼
北北北
２２
支支支
部部部

▼
北
２
支
部

▼▼▼
佐佐佐
土土土
原原原
支支支
部部部

▼
佐
土
原
支
部

▼▼▼
小小小
松松松
支支支
部部部

▼
小
松
支
部

筋力体操をしました

介護予防を学びました大正琴・合唱・手話ダンスがありました

エンディングノート作成を学習しました

カンカン娘？によるオープニング

６
月
５
日
、大
淀
支
部
に
新
し
く
班
が
誕

生
し
ま
し
た
。支
部
で
の
新
班
は
実
に
２
年

ぶ
り
で
す
。十
川
キ
ミ
エ
さ
ん
が
中
心
に

な
っ
て
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
、当
日
は
７

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
で
は
結
果
だ
け
が
知
ら
さ
れ
る
だ

け
で
す
が
、自
分
自
身
が
尿
検
査
す
る
な
ん

て
初
め
て
の
経
験
な
の
で
、み
ん
な
興
味

津
々
で
真
剣
に

説
明
を
聞
い
て

い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。こ

の
経
験
を
周
り

の
人
に
知
ら

せ
、組
合
員
増

や
し
に
つ
な
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宮崎医療生協では、『こどもの保健学校“めだかの学校”』を毎
年夏休みに宮崎生協病院と生協クリニックのべおかで開催していま
す。将来、医師や看護師、技師などに興味ある子どもさんは大歓迎
です。体の話や病院の検査機器をみる絶好の機会です。

●こどものための保健学校………………………… ●健康チャレンジ………………………………………
健康維持には日頃の生活習慣が大切です。「改善したいけど、きっかけが
なくて…」「やってはみたけど、いつも三日坊主」という方も多いはずで
す。宮崎医療生協では、気軽に楽しみながら健康づくりに取り組めるよう
『健康チャレンジ2018』を今年も実施します。昨年は約400名の組合員さ
んが参加しました。
医療福祉生協が提案する「８つの生活習慣と２つの健康指標」に基づく８
つのコースを用意しました。個人で取り組むのはもちろん、親子で、家族
で、お友達と一緒にグループで取り組むのもお勧めです。自分にあった方法
で取り組んで健康習慣を身につけましょう。参加費は無料です。

（大人向け）

（子ども向け）

●日　程：７月２８日（土）１３：００～１６：００
●場　所：宮崎医療生協本部事務所（宮崎生協病院西側）
●対　象：小学３年生～６年生（定員３０名）
●参加費：無料

１時間目『認知症って？！』
（宮崎医療生協介護福祉士からのお話）
２時間目『体のしくみ』
（宮崎生協病院の医師からのお話）
３時間目『宮崎生協病院見学』
（検査機器などの説明）
＊なるべく保護者同伴でご参加ください
●申し込み締め切り：７月１９日（木）
＜申し込み・お問い合わせ＞
宮崎医療生協組織部：０９８５－３１－９０５５

●日　程：８月４日（土）１４：００～１６：００
●場　所：宮崎医療生協県北事務所（生協クリニックのべおか北側）
●対　象：小学３年生～６年生（定員２０名）
●参加費：無料

１時間目『体のしくみ』
（宮崎生協病院の医師からのお話）
２時間目『生協クリニックのべおか見学』
（デイサービスも見学します）
＊なるべく保護者同伴でご参加ください
●申し込み締め切り：７月２６日（木）
＜申し込み・お問い合わせ＞
宮崎医療生協県北事務所：
０９８２－３４－０７１９

内　　容

内　　容

健康づくり委員会からのお知らせ

お問い合わせ先：宮崎医療生協組織部（０９８５）３１－９０５５

いろんなことを質問しました

デイサービスで楽しくゲームを
しました
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